
磐 梯 第 一 小 学 校  

 学  校  だ  よ  り 

ＮＯ．２１ 

                         Ｒ４． ６.２７ 

ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～  （文責:校長 菅家 篤） 

ブランドになれ！ 
 この頃見られた、磐梯一小の「いい風景」を紹介します。 

 

私の好きな言葉に「ブランドを着るな、ブランドになれ」というものがあります。私たち

はどうしても外見を気にします。清潔な身なりは相手に好印象を与えるので外見は大切です

ね。しかし、外見だけを良く見せようとして、高価なブランド物を身につけたくなる場合が

あります。 

 ユニフォームはどうでしょうか。特にプロスポーツ選手は、チームごとのユニフォームが

細かく決まっています。遠くから見ると、誰がどの選手か分かりませんよね。ところが、さ

すがはプロ選手です。服装は同じでも、一人一人が光るものを持っています。子ども達から

は、「ぼくは、○○選手のファンです。」とか「□□選手が目標です。」という言葉が出てきま

す。同じユニフォーム、同じ外見でも、ファンが見ているところは、その選手の個性です。

その選手の存在そのものが“ブランド”になり目標や憧れになっているのですね。 

この頃、“磐梯一小ブランド”とでもいうべき６年生の姿が見られます。清掃の際、下級生

に床の吹き方を優しく教え、一緒に床拭きをする６年生。そして、あいさつプロジェクトを

立ち上げ、仲間と協力して活動する６年生・・・。 

最高学年である６年生の子どもたちには、自分の存在を“ブランド”にして、下級生の憧れに

なってほしいと思っています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

前向きに物事に取り組む６年生。 

あなたの存在は下級生の憧れです！ 

す！ 

 

 

 

６年生「あいさつプロジェクト」 

 

６年生「あいさつプロジェクト」 

 

６年生「あいさつプロジェクト」 

 

下級生に床の拭き方を丁寧に教える６年生 

 


